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破損している遊具
（岩瀬小学校）

整
備
さ
れ
た
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ῴ
駐
輪
場

真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、
雨
天
の

日
に
自
転
車
等
を
と
め
る
場
所
が
な

い
た
め
、
駐
輪
場
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

保
健
福
祉
部
長
　
セ
ン
タ
ー
東
側
に

空
き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
こ
を
整

備
す
れ
ば
約
二
十
台
の
自
転
車
の
駐
輪
が

可
能
で
す
の
で
、
活
用
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
児
童
虐
待
に
つ
い
て

桜
川
市
の
学
校
で
は
児
童
虐
待
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る

の
か
。
福
祉
だ
け
で
な
く
警
察
、
教
育
な
ど

の
関
係
者
が
情
報
交
換
す
る
地
域
協
議
会

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
厚
生
労
働

省
が
こ
と
し
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

﹁
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
﹂
と
連
動
し

た
育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業
は
取
り
入
れ

て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
こ
と
し
三
月
に
、
民
生
委

員
協
議
会
、
警
察
、
医
師
会
、
学
校
等

の
関
係
機
関
に
よ
る
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
を
設
置
し
、
児
童
虐
待
防
止
に

万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長
　
﹁
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
事
業
﹂に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

と
し
四
月
よ
り
実
施
し
、
年
間
三
六
〇
件
の

訪
問
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
訪
問
結
果
に
よ

り
、
支
援
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
家
庭
に
は

ケ
ー
ス
会
議
を
行
い
、
育
児
支
援
家
庭
訪
問

事
業
を
は
じ
め
と
し
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

古川静子 議員

駐
輪
場
の
設
置
に
つ
い
て

桜
川
市
で
は
独
居
老
人
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
世
帯
数
は
。

市
長
　
弁
当
や
乳
製
品
の
宅
配
に
よ

る
安
全
の
確
認
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
貸
与
等
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長
　
当
市
の
独
居
老
人

世
帯
数
は
七
四
八
世
帯
で
す
。

　
遊
具
の
安
全
点
検
に
つ
い
て

公
立
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校

の
遊
具
の
安
全
点
検
対
策
は
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。
あ
わ
せ
て
砂

場
の
点
検
は
。

教
育
長
　
学
校
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
を
三
年
に
一
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
組
み
、
業
者
に
よ
る
点
検
を
実
施
、
通

常
期
は
職
員
に
よ
る
点
検
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
極
め
て
危
険
性
の
あ
る
遊
具

に
つ
い
て
は
、
中
止
ま
た
は
撤
去
し
て
い

ま
す
。
砂
場
に
つ
い
て
は
犬
猫
の
進
入
を

防
ぎ
、
砂
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
る
日
光
消

毒
や
熱
湯
消
毒
を
実
施
し
、
砂
場
を
衛
生

的
に
保
ち
安
全
性
を
確
保
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長
　
保
育
園
に
つ
い
て

は
毎
年
専
門
業
者
に
よ
る
安
全
点
検

を
実
施
し
、
破
損
腐
食
等
が
あ
る
遊
具
は

修
繕
し
、
使
用
不
能
な
遊
具
は
撤
去
し
て

い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
︵
自
動
体
外
式
除
細
動
器
︶

の
導
入
に
つ
い
て

心
臓
停
止
か
ら
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
蘇

生
さ
せ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
県
内
の

自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
当
市
で
も
ぜ

ひ
導
入
し
て
ほ
し
い
。

市
長
　
岩
瀬
体
育
館
︵
ラ
ス
カ
︶、
真

壁
体
育
館
、
大
和
公
民
館
に
設
置
を

考
え
て
い
ま
す
。
各
学
校
や
幼
稚
園
等
に

も
順
次
設
置
し
て
い
く
考
え
で
す
。

相田一良 議員

独
居
老
人
対
策
は

一般質問…
6名の議員が登壇

指
定
管
理
者
制
度
︵
※
︶

・
桜
川
市
真
壁
農
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

・
桜
川
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
桜
川
市
真
壁
野
外
趣
味
活
動
施
設

問
　
指
定
管
理
者
の
場
合
、
事
故

が
起
き
た
と
き
の
責
任
所
在
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
　
委
託
し
て
い
る
施
設
で
事

故
が
起
き
た
場
合
は
、
市
が
責
任

を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

桜
川
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

問
　
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
七

十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
高
齢
者

の
保
険
料
負
担
が
一
割
か
ら
二

割
と
倍
に
な
る
が
、
市
の
考
え

は
。

答
　
高
齢
者
の
負
担
を
強
く
認
識

し
、
し
っ
か
り
と
し
た
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
桜
川
市
一
般

会
計
補
正
予
算

問
　
自
治
振
興
費
の
工
事
請
負

︵
大
和
地
区
の
街
路
灯
改
良
費
︶

六
四
四
万
六
〇
〇
〇
円
は
入
札
で

行
う
の
か
。

答
　
一
基
あ
た
り
二
万
二
〇
〇
〇

円
の
工
事
費
で
、
二
九
三
基
計
上

し
て
お
り
ま
す
。
工
事
を
分
け
て

出
す
考
え
も
あ
り
、
金
額
が
一
三

〇
万
円
以
上
で
あ
れ
ば
入
札
で
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
道
路
維
持
費
の
委
託
料
九
六

六
万
円
の
軽
減
策
は
な
い
の
か
。

答
　
岩
瀬
地
区
と
真
壁
地
区
に
資

材
置
き
場
と
し
て
借
地
し
て
い
ま

す
が
、
利
用
頻
度
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
行
財
政
改
革
を
十
分

に
踏
ま
え
、
早
め
に
整
理
し
返
還

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
特
に
真

壁
地
区
の
資
材
置
き
場
に
は
、
道

路
改
良
の
古
材
製
品
が
多
く
、
処

理
等
に
経
費
も
か
か
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

問
　
バ
イ
オ
マ
ス
の
環
づ
く
り
交

付
金
の
事
業
主
体
は
個
人
な
の

か
、
企
業
な
の
か
。

答
　
十
三
名
の
方
で
つ
く
る

﹁︵
株
︶
さ
く
ら
バ
イ
オ
マ
ス
﹂
と

い
う
会
社
で
、
大
和
地
区
の
方
が

代
表
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教育委員会委員の任命について

（田崎光紀氏　真壁町伊佐々）

公平委員会委員の選任について

（櫻井輝夫氏　真壁町田）

桜川市真壁農村高齢者センター

の設置及び管理に関する条例

桜川市福祉センターの設置及び

管理に関する条例

桜川市真壁野外趣味活動施設の

設置及び管理に関する条例

政治倫理の確立のための桜川市

長の資産等の公開に関する条例

の一部を改正する条例

桜川市国民健康保険条例の一部

を改正する条例

桜川市道路線の廃止について

桜川市道路線の認定について

平成19 年度桜川市補正予算

 ・一般会計（第２号）

 ・国民健康保険特別会計

　（第１号）

 ・公共下水道事業特別会計

　（第１号）

 ・介護保険特別会計（第１号）

 ・岩瀬水道事業会計（第１号）

 ・真壁水道事業会計（第１号）

 ・大和水道事業会計（第１号）

平成18 年度桜川市歳入歳出決

算認定について  　（P.2~5に掲載）

 ・一般会計

 ・国民健康保険特別会計

 ・老人保健特別会計

 ・農業集落排水事業特別会計

 ・公共下水道事業特別会計

 ・介護保険特別会計

 ・野外趣味活動施設特別会計

 ・岩瀬水道事業会計

 ・真壁水道事業会計

 ・大和水道事業会計

慎重審議の結果、すべての
議案を同意・可決・認定と
しました。

印
が
あ
る
も
の
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
記
載
し
て
い
ま
す

　
そ
の
他
の
議
案

　
そ
の
他
の
議
案

　公の施設については、これまでは公共団体や公共的団体、地方

公共団体が設立した出資団体等に管理運営を委託する方式に限ら

れていました。しかしながら、多様化・複雑化する市民ニーズへ

的確に対応するためには、民間事業者の能力やノウハウを幅広く

活用することが有効と考えられ、平成15年６月に地方自治法が

改正され「指定管理者制度」が創設されました。

　桜川市の指定管理者制度導入については、各課の施設の概要調

書により個々の施設管理状況の調査分析を行い、その結果に基づ

いて今後の方針を行財政改革推進部会及び行財政改革推進本部で

検討します。その後、対象となった施設の管理・運営を指定管理

者が行うことのできる条例を議会に提案します。議決後、市は指

定管理者の公募・選定を行い、選定された指定管理者について議

会に提案し、指定管理者を指定する議決を得ます。この議決によ

り、市は指定管理者と協定書を取り交わし、指定管理者は業務を

開始することになります。

　指定管理者制度は公平性を保つため、議会の承認が必要となり

ます。

※桜川市の指定管理者制度への取り組みは？


